
○気候変動に伴う降雨量の増加、潮位の上昇などを考慮した計画の見直しや対応が必要。

４℃シナリオ

２℃シナリオ

気候変動を考慮した治水計画の見直し気候変動と流域治水について
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【資料５】



〇平成20年代に入り大規模な洪水が連続して発生。
〇特に平成30年７月洪水では、観測史上最大の洪水が発生しており、洪水の激甚化、頻発化の傾向にある。

年最大流量の推移（日の出橋観測所 遠賀川18.7k）

近年大規模な洪水が増加
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※令和7年度の流量は暫定値
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気候変動と流域治水について



令和5年7月洪水

彦山川

彦山川25k000付近

平成29年7月洪水

彦山川30k000付近

彦山川

平成30年7月洪水

遠賀川19k700付近

遠賀川

笹尾川4k700付近

令和7年8月洪水

笹尾川

令和7年8月洪水

犬鳴川8k400付近

犬鳴川

平成30年7月洪水

庄内川

庄内川

令和5年7月洪水

穂波川2k500付近

穂波川

平成22年7月洪水

遠賀町役場付近

平成24年7月洪水

彦山川

彦山川23k700付近

近年の主な洪水（平成21年以降）
平成21年7月洪水

直方市古町地区（遠賀川19k付近左岸）
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